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３ 論文の構成 














































































効率に背景信号を抑制できたことを述べている。これらの研究成果によって、径 1 - 3 mm
の微小腫瘍の検出の可能性を明らかにし、癌のリンパ節転移の有無の診断に必要な検出感
度及び選択性が得られることを結論付けている。 
                       
５ 論文の特質 

















    本研究では、光音響イメージングによる分子標的造影剤の検出において課題となってい
る分子標的造影剤に対する検出感度・選択性を改善する手法について詳細に検討されてい
る。超音波センサの周波数－感度特性について検討し、径 1 - 3 mmの模擬腫瘍から発生
する 2.5 MHz以下の信号成分を高感度に検出可能な超音波センサを設計し、生体模擬ファ
ントムを用いたイメージング実験により、信号対雑音比を約 2倍改善できることを明らか
にしている。また、スペクトル情報を利用して背景信号を抑制する手法について検討し、
生体模擬ファントムを対象とした評価実験の結果、従来法と比較して高い背景信号抑制効
果が得られることを示している。さらに、マウス皮下腫瘍モデルを対象とした動物実験に
よって、これらの高感度化技術・背景信号抑制技術の有効性を実証している。 
これらの研究成果は工学的な価値が極めて高く、また、本技術の工業上および医学分野
への貢献も大きく、博士（工学）学位論文として十分な価値を有するものと認める。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び
試験に合格したので，博士（工学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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